
★調査時期           　　　1月
★対象者：県政モニター396人
★回答数：319人　（回答率　80.6％）
★担当課：農政水産部農政課

【属性】
◆性別
項目 人数（人） 割合
男性 189 59.2%
女性 130 40.8%
合計 319 100%

◆年代
項目 人数（人） 割合
10・20歳代 19 6.0%
30歳代 35 11.0%
40歳代 83 26.0%
50歳代 47 14.7%
60歳代 84 26.3%
70歳以上 51 16.0%
合計 319 100%

◆地域
項目 人数（人） 割合
大津地域 96 30.1%
湖南地域 98 30.7%
甲賀地域 19 6.0%
東近江地域 47 14.7%
湖東地域 24 7.5%
湖北地域 25 7.8%
湖西地域 10 3.1%
合計 319 100%

「世界農業遺産」に関するアンケート結果
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   滋賀県では、伝統的なエリ漁に代表される琵琶湖漁業や、生きものを育む「魚のゆりかご水田」をはじめ

とした「環境こだわり農業」など、琵琶湖と共生してきた農林水産業が受け継がれてきています。 

 こうした農林水産業の営みや環境に配慮した取組を世界へアピールしていくため、県民の皆さんと共

に、平成31年度の「世界農業遺産」認定に向けての取組を進めているところです。 

 滋賀が目指す「世界農業遺産」について、今後の推進を図るための参考として、アンケートを実施いたし

ました。 



人数（人） 割合

17 5.3%

56 17.6%

76 23.8%

170 53.3%

319 100%

人数（人） 割合

67 21.0%

72 22.6%

12 3.8%

29 9.1%

6 1.9%

191 59.9%

問１　「世界農業遺産」は、社会や環境に適応しながら何世代にもわたり形作られてきた伝統的な農
林水産業と、それに関わって育まれてきた文化・景観・生物多様性などが一体となったシステムを、
国連食糧農業機関が認定する制度です。
　「世界農業遺産」の制度について知っていますか。(回答チェックは１つだけ　n=319)

問2　滋賀における「世界農業遺産」の認定に向けての取組について知っていますか。（回答チェック
はいくつでも　n=319）

選択肢

１．制度や国内の認定地域についてある程度は知っている

２．国内に認定されている地域があることは知っている

３．「世界農業遺産」という言葉だけは聞いたことがある

４．聞いたことがなかった（このアンケートで初めて知った）

選択肢

１．新聞・雑誌・テレビなどで見たことがある

２．県や市町などの広報誌やホームページ、チラシ等で見たことがある

３．シンポジウムや研修会等の講演で聞いたことがある

合計

４．スーパー・直売所・農産物フェアで、のぼり旗などを見たことがある

５．家族・友人・知人などから話を聞いたことがある

６．知らなかった
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人数（人） 割合

50 15.7%

79 24.8%

61 19.1%
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95 29.8%

49 15.4%

8 2.5%

問３　「魚のゆりかご水田」について知っていますか。（回答チェックはいくつでも n=319）                            

問４　「魚のゆりかご水田」のイメージと購入についてそれぞれ最も該当するものを選択してくださ
い。
【イメージについて】(回答チェックは３つまで  n=319)

４．シンポジウムや研修会等の講演で聞いたことがある

選択肢

１．取り組んでいる地域を実際に知っている

２．新聞・雑誌・テレビなどで見たことがある

４．生産者の生き物やお米づくりへの想いに共感できる

５．よくわからない

６．その他

選択肢

１．滋賀ならではの特産品だと思う

３．県や市町などの広報誌やホームページ、チラシ等で見たことがある

５．スーパー・直売所、農産物フェアで、のぼり旗などを見たことがある

７．知らなかった（このアンケートで初めて知った）

６．家族、友人、知人などから話を聞いたことがある

２．魚にやさしいお米の栽培方法で、人にとっても安心・安全だと思う

３．琵琶湖の生態系や自然環境に配慮して作られているお米だと思う
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１．取り組んでいる地域を実際に知っている 

２．新聞・雑誌・テレビなどで見たことがある 

３．県や市町などの広報誌やホームページ、チラシ等で… 

４．シンポジウムや研修会等の講演で聞いたことがある 

５．スーパー・直売所、農産物フェアで、のぼり旗などを… 

６．家族、友人、知人などから話を聞いたことがある 

７．知らなかった（このアンケートで初めて知った） 

単位：（人） 



【購入について】　（回答チェックは１つだけ n=319）
人数（人） 割合

26 8.2%

43 13.5%

63 19.7%

105 32.9%

59 18.5%

23 7.2%

319 100%

問５　琵琶湖で漁業が行われている様子を知っていますか。（回答チェックはいくつでも　n＝319）                   
人数（人） 割合

120 37.6%

198 62.1%

141 44.2%

48 15.0%

22 6.9%

8 2.5%

合計

選択肢

１．実際に近くで見たことがある

２．テレビで映像を見たことがある

３．新聞・雑誌などの記事を読んだことがある

４．家族、友人、知人などから話を聞いたことがある

５．特に購入したいとは思わない

６．その他

選択肢

１．インターネットを活用して、生産者から直接購入したい

２．地域で開催されるイベントに参加し、生産者から直接購入したい

３．直売所など商品を販売している店舗を訪れて購入したい

４．スーパーなど、店頭で見かけたら購入したい

５．関心をもったことがない。見たことがない。

６．琵琶湖で漁業が行われていることを知らなかった。
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１．滋賀ならではの特産品だと思う 

２．魚にやさしいお米の栽培方法で、人にとっても安心・
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３．琵琶湖の生態系や自然環境に配慮して作られている

お米だと思う 

４．生産者の生き物やお米づくりへの想いに共感できる 
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単位：（人） 

１．インターネッ

トを活用して、

生産者から直

接購入したい 

8.2% 
２．地域で開催

されるイベント

に参加し、生産

者から直接購

入したい 

13.5% 

３．直売所など

商品を販売して

いる店舗を訪れ

て購入したい 

19.7% 

４．スーパーな

ど、店頭で見か

けたら購入した

い 

32.9% 

５．特に購入し

たいとは思わな

い 
18.5% 

６．その他 

7.2% 



人数（人） 割合

163 51.1%

208 65.2%

127 39.8%

94 29.5%

49 15.4%

26 8.2%

10 3.1%

人数（人） 割合

2 0.6%

30 9.4%

95 29.8%

129 40.4%

34 10.7%

29 9.1%

319 100%

問７　琵琶湖の水産物（魚や貝）を食べる頻度について次の中から選択してください。（回答チェック
は１つだけ　n＝319）

５．琵琶湖の水質監視や水難事故に対応できる役割も担っている

６．特にイメージは持っていない

４．琵琶湖にしか生息していない固有種を主に漁獲している

問６　琵琶湖で行われている漁業のイメージについて次の中から選択してください。
（回答チェックは３つまで　n＝319）

選択肢

１．後世に残すべき伝統的な漁業・漁法だと思う

２．滋賀の魚食文化の継承のために必要だと思う

７．その他

３．漁業者の努力によって水産資源が維持されている漁業である

１．ほぼ毎日

２．週に１～２回程度

３．月に１～２回程度

４．年に１～２回程度

５．何年かに1回程度

６．食べない

合計

選択肢
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１．実際に近くで見たことがある 

２．テレビで映像を見たことがある 

３．新聞・雑誌などの記事を読んだことがある 

４．家族、友人、知人などから話を聞いたことがある 

５．関心をもったことがない。見たことがない。 

６．琵琶湖で漁業が行われていることを知らなかっ… 
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１．後世に残すべき伝統的な漁業・漁法だと思う 

２．滋賀の魚食文化の継承のために必要だと思う 

３．漁業者の努力によって水産資源が維持されている… 

４．琵琶湖にしか生息していない固有種を主に漁獲し… 

５．琵琶湖の水質監視や水難事故に対応できる役割… 

６．特にイメージは持っていない 

７．その他 

単位：（人） 



人数（人） 割合

207 64.9%

92 28.8%

69 21.6%

49 15.4%

7 2.2%

99 31.0%

93 29.2%

31 9.7%

11 3.4%

15 4.7%

問８　琵琶湖の水産物（魚や貝）のイメージについて次の中から選択してください。
（回答チェックは３つまで　n＝319）

９．おいしくない（まずい）

１０．その他

選択肢

８．生臭い

１．琵琶湖にしかない特産物である

７．値段が高い

２．おいしい

３．安心安全である

４．健康に良い

５．値段が安い

６．（身近なスーパー等に）あまり売っていない
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６．食べない 

9.1% 
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５．値段が安い 

６．（身近なスーパー等に）あまり売っていない 
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１０．その他 
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問９　滋賀県の伝統食「ふなずし」を知っていますか。（回答チェックは１つだけ　n=319）                               

人数（人） 割合

134 42.0%

118 37.0%

27 8.5%

40 12.5%

0 0.0%

319 100%

人数（人） 割合

12 3.8%

10 3.1%

41 12.9%

53 16.6%

185 58.0%

18 5.6%

319 100%

問１０　「ふなずし」のご家庭での漬け込む状況等について次の中から選択してください。
（回答チェックは１つだけ　n=319）

合計

２．毎年ではないが、漬ける時がある

３．昔は漬けていたが、最近は漬けていない

４．漬けたことはないが、関心はある。漬けてみたいと思う。

５．漬けたことはなく、ふなずしは家庭で漬けてまで食べたいとは思わない。
（食べないので漬ける必要がない）

６．その他

４．食べたことはなく、口に合わないと思う（食べたくない）

５．「ふなずし」について全く知らなかった

合計

選択肢

１．ほぼ毎年家庭で漬けている

選択肢

１．知っていて好物である

２．知っているが苦手である

３．食べたことはないが、興味はある（食べてみたい）

１．知ってい

て好物である 
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し」について
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3.8% 

２．毎年ではな

いが、漬ける時

がある 
3.1% 

３．昔は漬けて

いたが、最近は

漬けていない 
12.9% 

４．漬けたことは

ないが、関心は

ある。漬けてみ

たいと思う。 

16.6% 

５．漬けたことはな

く、ふなずしは家

庭で漬けてまで食

べたいとは思わな

い。（食べないの

で漬ける必要がな

い） 
58.0% 

６．その他 

5.6% 



人数（人） 割合

2 0.6%

5 1.6%

28 8.8%

105 32.9%

57 17.9%

26 8.2%

96 30.1%

319 100%

人数（人） 割合

42 13.2%

112 35.1%

47 14.7%

98 30.7%

20 6.3%

319 100%

問１２　琵琶湖で漁獲されるビワマスは、産卵のために河川を数十キロも遡上しています。近年、こ
のビワマスの遡上環境を整えるための活動が、各地の河川で行われています。ビワマスの遡上に
ついて次の中から選択してください。（回答チェックは１つだけ　n=319）

問１１　「ふなずし」などなれずし（※）を食べる頻度についてお尋ねします。（回答チェックは１つだけ
n=319）
※なれずし・・・魚を塩と米飯で乳酸発酵させた寿司

４．年に1～2回程度

５．何年かに1回程度

６．昔は食べたが今は食べない

７．全く食べない

合計

選択肢

１．ほぼ毎日

２．週に1～2回程度

３．月に1～2回程度

５．その他

合計

選択肢

１．河川を遡上することは知っており、ビワマスを好んで食べる

２．河川を遡上することは知っているが、ビワマスは好んで食べない

３．ビワマスは好んで食べるが、河川を遡上するのは知らなかった

４．食べないし、河川を遡上することも知らなかった

１．ほぼ毎日 

0.6% 

２．週に1～2回

程度 

1.6% 

３．月に1～2回

程度 

8.8% 

４．年に1～2回

程度 

32.9% 

５．何年かに1

回程度 

17.9% 

６．昔は食べた

が今は食べな

い 
8.2% 

７．全く食べな

い 

30.1% 

１．河川を遡上

することは知っ

ており、ビワマ

スを好んで食

べる 
13.2% 

２．河川を遡上

することは知っ

ているが、ビワ

マスは好んで

食べない 
35.1% 

３．ビワマスは

好んで食べる

が、河川を遡

上するのは知

らなかった 
14.7% 

４．食べない

し、河川を遡上

することも知ら

なかった 
30.7% 

５．その他 
6.3% 



問１３　森林が持つ多面的な機能について知っていますか。（回答チェックは１つだけ　n=319）                       

人数（人） 割合

182 57.1%

70 21.9%

67 21.0%

319 100%

３．知らなかった

合計

選択肢

１．知っており、森林の保全活動に関心を持っている

２．知っているが、森林の保全活動までは関心を持っていない

問１４　その他、世界農業遺産の認定を目指す「琵琶湖と共生する滋賀の農林水産業」について
御意見がありましたらお聞かせください。（任意）（抜粋）

１．知ってお

り、森林の保

全活動に関心

を持っている 

57.1% 

２．知っている

が、森林の保

全活動までは

関心を持って

いない 

21.9% 

３．知らなかっ

た 

21.0% 

・琵琶湖は固有種も多く、学術的にも重要だと聞いたことがあります。そのためにも農林水産を維持

し、生態系は守る活動は重要です。県民だけでなく日本全体で守る活動が必要と思います。 
 

・佐渡や能登に続き認定を受けてほしいと思います。滋賀の良さをもっと世界にアピールできる機会

です。認定となると海外からの観光客も増えると思いますので、迎え入れる準備も必要だと思いま

す。 
 

・世界農業遺産の認識度は低いように思う。もっとマスコミで宣伝すべき。地産地消はよく知ってい

る。また、林業の理解は少ない。この部分も宣伝不足。 
 

・世界農業遺産の認定が受けられるよう、県民みんなで協力できるような制度や取り組みを県は

行ってほしい。 
 

・滋賀県の農林水産業をいつまでも未来に残すことは重要なことです。 
 

・世界農業遺産の認定を目指し、農林水産業が永続的に営めるような仕組みや人材の育成が図ら

れるのであれば、とてもよいことだと思う。 



・認定には、地域コミュニティの食料及び生計に繋がっていること、世界的に重要な遺伝資源があるこ

と、地域の暮らしの知恵と伝統的で貴重な風習があること、地域に定着した文化に自信をもっているこ

と、「これぞ琵琶湖」という風景があることや保全計画の作成などがあるようですが、今回このアンケー

トで初めて知った「魚のゆりかご水田米」はピタリとくると思いました。 

 以前滋賀県PTA連合会の講演で知った「権座（お酒）」なども当てはまるのではないかと気にかかった

りしてワクワクします。滋賀県の琵琶湖と農業と林業が世界の遺産になることを強く希望します 。 
 

・滋賀県にはとても豊かな自然があります。安心安全な農産物が求められる昨今、農産物で滋賀県を

アピールしていくのはとても素敵なことだと思います。 
 

・農業や漁業は、目に触れる機会があり、直接からだに取り入れるものを生産していることから関心が

集まりやすいが、林業は日陰のイメージがある。林業に、もっと目を向けた取り組みができるといいと思

う。滋賀県の面積の２分の１を占める森林が、わたしたちのくらしとどのように結びついているのか、び

わ湖とどう共生しているのか、もっと知りたい。 
 

・森林と、琵琶湖の関係、森林が健全なら琵琶湖も健全になるといった関係についてもっと広く知らせる

べきだと思います。 
   

・世界農業遺産を目指すなら、まずはその活動についての認知度を県内レベルで高めるべきです。そ

して近畿、西日本、全国と拡大し、世界へ発信していくことで、農業遺産認定に向けた地位が確立さ

れ、認定が必然化されると思います。その活動はまずは草の根的に、県内の小中学校・高校・大学の

ほか、県内の自治会や市民サークルに対しても情報を供給していくことも効果がありそうです。 
 

・世界農業遺産というものを知らなかったのですがそういったものがあるなら選ばれることは誇らしい事

だと思いますし、是非とも目指してほしいと思います。琵琶湖にはあまり良い印象を持っていませんでし

たが覆してほしいと思います。 
 

・世界農業遺産の認定は知らなかったのですが、更なるＰＲをして、県民一体となって取り組めばいいと

思います。 
 

・琵琶湖の古来からの伝統的漁法を復活させ、素晴らしい湖魚の味と風景を国の内外に発信するため

にも是非とも世界農業遺産認定を実現させたいものである。 
 

・ 琵琶湖を中心とした農業・漁業の推進を図ってください。 
 

・今後このような活動が目に入って自分でもできることがあれば協力をして行きたいと思います。 
 

・世界や日本でどういうものが農業遺産になっているのか、何故それが農業遺産なのか承知していな

いので、イメージが沸かない。 
 

・琵琶湖を守る意識と行動に努めていきたい。 
 

・ 滋賀県は湖や山、自然を自慢できる環境を有しているので、是非世界農業遺産の認定がおりたらよ

いなと思いました。またこの認定を受けている他の地域とその内容にどういったものがあるのかなど、

この世界農業遺産自体の認知も必要だと思いました。 

 
 


